
赤ちゃんはもともと大人よりも汗っかきといわれています。気温が高い夏やお風呂上が

りなどで汗をかく日もあると思います。昔は生後 3 ヶ月頃からは果汁などを与えて

もよいとされていました。これは当時、ミルクだけではビタミンや鉄分が不足して

しまうため、その不足分を補う目的で果汁を与えるというものでした。しかし、現

代の粉ミルクは赤ちゃんの成長に必要な栄養素がバランス良く含まれています。そ

のため、最近では生後 2 ヶ月～6 ヶ月頃まではよほどの問題が起きない限りは、母

乳やミルクだけで十分という考え方が一般的となっています。 

汗をかいたときや入浴の後、のどが渇いているようであれば白湯などの麦茶など

のをあげましょう。特に初めて麦茶を飲む赤ちゃんは通常の 4 倍～5 倍ほどに薄め

てあげるとよいでしょう。 

以下は、富士吉田市乳幼児健診におけるむし歯の保有率のグラフです。1 歳 6 か

月健診時と比較して、２歳児検診時 ３歳児健診時とむし歯のある子は増えていま

す。 
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